
【取り組む際に生じた課題】
• 小ロットの食品を低価格で安全に輸送する手段の選定（混載等）。
• 貿易手続きや必要な検査が国によって異なり複雑である。
• HACCPやISOなど国際規格の認証を要求される。

【ウェブサイト】 https://www.muroji.com/ , https://www.muroji.com/en

【対応の結果】
• 小さな課題の解決が積み重なって経験となり、次の課題の対応につながった。
• ネットワークが広がり、糸口が増えた結果、課題解決のスピードが上がった。
• こだわりの商品が認められ、欧米諸国への輸出が好調に。

台湾の高級百貨店での催事

粉末醤油の輸出に注力

 伝統製法を守りながら新しい技術を取り入れた商品開発に注力。
 現存する日本最古の醤油蔵元であることを強みにした営業。
 ソーシャルメディアなどを駆使してコストをかけずにスピーディーに情報発信。

出荷時期輸出量(ｔ)輸出額(万円)

通年

4380令和５年度

4330令和４年度

4300令和３年度

醤油、醤油加工品、昆布加工品

【主な品目】

台湾、タイ、シンガポール、マレーシア、アラブ首
長国連邦、フランス、オランダ、スウェーデン、ス
イス、イタリア、ドイツ、イギリス、アメリカ など

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• リピート受注を増やし、輸出額の底上げを目指す。
• 販売力のある代理店、小回りが利く商社や貿易会社の確保。
• 多様な文化に対応可能な商品の開発。ハラールは導入済。OEM商品や業務
用製品の輸出にも注力。

【生じた課題への対応】
• 貿易手続きに慣れている業者を通すことでスムーズに輸出を行う。
• 軽量で賞味期限が長く、取り扱いが容易な商品の輸出に注力。
• 輸出先販売業者を中小企業に絞る。

【連絡先】 担当者名：磯部 正芳 ＴＥＬ：0776-22-2001

（平成26年度から輸出開始）

福井県 株式会社室次 醤油醸造場
『本物の醤油を世界各国へ』

加工食品

【効果があった取組】
・輸出先販売業者の選定。
・輸出業者との情報交換。
・WEB上での情報発信。
・業務用製品の輸出。


